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○大阪府環境基本条例

豊かな環境の保全及び創造に関する基本的理念を
掲げています。
○大阪府循環型社会形成推進条例

循環型社会の形成に向けて、廃棄物の減量化・リ
サイクルを推進し、不適正処理を撲滅することによ
り、大阪をきれいな環境都市にします。
○大阪府生活環境の保全等に関する条例

公害を防止し、府民の生活環境を守ります。
○大阪府自然環境保全条例

緑や野生生物を守り、育て、府民が自然の恵みを
受けられる環境を守ります。
○大阪府景観条例

府民や事業者との協働による美しい景観づくりを
進めます。

大阪府では、豊かな環境の保全と創造に向けて、環境基本条例をはじめ各種の条例・規則等を制定し、関係法
令とあわせて厳正に運用するとともに、大阪21世紀の環境総合計画等に基づき、規制・指導や環境影響評価、環
境教育・環境学習等の各種の施策を総合的かつ計画的に推進しています。

○大阪21世紀の環境総合計画

「循環」、「健康」、「共生・魅力」及び「参加」の
４つの基本方向によって施策を展開し、21世紀に残
すことになった環境汚染など環境上の「負の遺産」
の解決とともに、循環型社会を目指した魅力ある環
境都市づくりを進めます。また、この計画の目標達
成に向け、効果的かつ継続的な改善ができるよう、
進行管理・点検評価を実施していきます。
○みどりの大阪21推進プラン

みどりあふれる環境の中で心の豊かさを実感でき
る世界都市大阪の実現を目指します。
○大阪府広域緑地計画

広域的観点から、みどりの確保目標水準や配置等
を定めています。また、府民・企業・行政などが協
力して行う、今後のみどりづくりの方向をあきらか
にしています。
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目 次

私たちの大阪が持続的に発展し、元気な都市に再生するためには、環境の
大切さについて、府民一人ひとりが真剣に考え、行動していくことが必要です。
このため、平成14年3月に策定した「大阪21世紀の環境総合計画」に基づき、

地域社会を構成する府民、事業者など各主体のパートナーシップによる環境保
全活動の促進や環境教育・環境学習の推進、環境に関する幅広い情報の提供な
ど、環境配慮のためのしくみづくりを進めていくこととしております。
この冊子を通して、大阪の環境状況と府の取り組みについて、府民のみなさ

まのご理解を深めていただき、私といっしょになって豊かな環境の保全と創造に関する取り組みを進
めていただけるよう願っております。

大阪府知事　太田　房江

ごあいさつ
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産業廃棄物の排出量は年々減少傾向にあり、これ
に対して再生利用（リサイクル）率は上昇傾向にあ
ります。しかしながら、平成12年度の産業廃棄物の
排出量1,768万トンのうち、リサイクルや減量化さ
れた残りの147万トンが最終処分されています。

また、府内では、不法投棄や野積みなどの産業廃
棄物の不適正処理が依然として増加の傾向にあり、
特に行政の監視が手薄になる夜間や早朝、休日にき
わめて短期間に行われるなど、その手口が悪質・巧
妙化しています。

一般廃棄物の排出量は、ここ数年横ばいの傾向に
あり、平成12年度の１人１日あたりの排出量は
1.35kgとなっています。また、リサイクル率も上昇
傾向にありますが、全国に比べると低い状況です。
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これまでの大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済社会から脱却し、生産・流通・消費・廃棄の各段階におい
て廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用を進めることにより、持続的発展が可能な循環型社会を目指します。
また、廃棄物の適正な処理を促すことにより、府民の健康で文化的な生活を確保します。

ごみを減らし資源を活かすために
～廃棄物の減量化・リサイクルや適正処理など～
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循環型社会を形成するため、廃棄物の発生抑制、
リサイクル、適正処分のための基本的方向を示した
「大阪府廃棄物処理計画」を平成14年３月に策定し、
平成22年度までに廃棄物の最終処分量を概ね半減
（平成9年度比）することを目指します。
○ごみの減量化とリサイクルへの取り組み

住民団体、事業者、市町村、大阪府等により組織
された「大阪府廃棄物減量化・リサイクル推進会議」
において策定した「ごみ減量化・リサイクルアクシ
ョンプログラム」（平成12年６月改定）に基づき、
エコショップ制度の普及、NO!!包装キャンペーン
の実施、リサイクルフェアの開催など、府民、事業
者、行政のパートナーシップのもとにごみの減量
化・リサイクルに取り組んでいます。

○適正なリサイクルの推進

建設リサイクル法、家電リサイクル法、容器包装
リサイクル法、食品リサイクル法及び自動車リサイ
クル法などリサイクル関連諸法により廃棄物の適正
なリサイクルを推進します。
○大阪エコエリア構想の策定

廃棄物最終処分場跡地等を活用して、民間事業者
を主体としたリサイクル施設等の整備や、森林、ビ
オトープ等の自然とふれあう場の創造などを目指し
た「大阪エコエリア構想」を策定・推進します。

○不適正処理対策の強化

廃棄物処理法に基づき、産業廃棄物の適正処理、
減量化、リサイクルの推進及びマニフェスト交付の徹
底など、排出事業者や処理業者を指導・監督してい
ます。特に、産業廃棄物を多量に排出する製造業者
や建設業者などに対して重点的に指導しています。

また、産業廃棄物の適正処理に関する啓発を推進
するため、常時行っているパトロールに加え、集中
パトロールを実施し、不適正処理の撲滅に努めてい
ます。

○ごみ処理広域化計画の推進

ごみ処理の広域化により、ごみ焼却に伴うダイオ
キシン類の排出削減、減量化・リサイクルの推進、
スケールメリットを活かしたごみ処理施設の整備等
を進めます。
○最終処分場の確保

廃棄物の適正処理、広域処理を目的として、堺第
７－３区で、産業廃棄物の埋立処分を行っています。
また、大阪府を含む近畿2府4県と195市町村が共同
して、フェニックス事業を推進しています。

¡本当に必要なものかよく考えてから購入しましょう。
¡「エコショップ」を利用するなど、ごみ減量化・リサイ
クルに配慮した商品や再生資源を使用した商品を購
入しましょう。

¡買い物袋を持参し、包装紙や袋は辞退しましょう。
¡びん、缶、ペットボトル、牛乳パックやトレー、卵パッ
クなどは捨てずにリサイクルに協力しましょう。

廃棄物の減量化・リサイクルの推進

廃棄物の適正な処理の推進

エコショップ
簡易包装などのごみ減量化

やペットボトル、缶・びんの
回収などのリサイクルに積極
的に取り組んでいる店の愛称
で、平成13年度末の登録状況
は1,747件となっています。

産業廃棄物不適正処理を防止するための
監視パトロール隊による出発

マニフェストシステム
廃棄物処理法において、産業廃棄物を排出する事業者

は、管理票（マニフェスト）を使用することにより、そ
の処理を委託した廃棄物の運搬から処分までの流れを自
ら把握・管理するとともに、当該廃棄物の性状等に関す
る情報を処理業者に確実に伝達することとされています。
平成９年６月の法律改正により、全ての産業廃棄物に

ついて義務づけられています。
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現在、地球の温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨など地球的規模の環境問題が進行しています。次代を担う子ど
もたちに豊かな環境を引き継ぐことはわたしたちの責任です。そのために、わたしたち一人ひとりが身近な環境
を守ることが地球環境の保全につながるということを認識し、行動していくことが必要です。

地球環境を守る地域社会に
～地球温暖化やヒートアイランド対策など～

1999（平成11）年度の府域における二酸化炭素の
排出量は、1990（平成２）年度よりも0.8％減少し
ています。しかし、産業部門からの排出量は減って
いるものの、運輸、民生部門の排出量は大幅に増え
ており、大阪府の削減目標（2010（平成22）年度に
1990（平成２）年度よりも５％削減）達成のために
は、これをどう減らしていくかが大きな課題となっ
ています。

「大阪府地球温暖化対策地域推進計画」に基づき、
省エネルギー、エコエネルギーの推進、低公害車の
普及促進、ごみの発生抑制・資源化の推進等に取り
組むことにより温室効果ガスの排出抑制を図ってい
ます。
また、「大阪府温室効果ガス排出抑制等実行計画」

に基づき、府の事務事業に対しても温室効果ガスの
排出抑制に努めています。
さらに、近年、一般家庭や事務所などの民生部門

における二酸化炭素排出量の増加が著しいことか
ら、環境にやさしい活動をホームページ上で宣言し、
府民や事業者が自主的に実践する「大阪エコアクシ
ョン宣言事業」などで啓発にも努めています。

○エコエネルギー都市・大阪計画の推進

地球温暖化の主な原因であるエネルギー消費につ
いて、府域の望ましいエネルギー利用の将来像とその
実現に向けて
の方策を示す
「エコエネル
ギー都市・大
阪計画」に基
づき、長期的
展望に立って
地球温暖化対
策を進めてい
ます。

二酸化炭素の排出量

環境に配慮した省エネ・エコエネルギー利用の促進
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約 200円/年�

約 1,100円/年�

約 1,700円/年�

約 2,700円/年�

約 3,700円/年�

約 700円/年�

約 2,900円/年�

約 300円/年�

削減される省エネルギーコスト�
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○太陽光発電設備の導入

平成12年度の村野浄水場に加え、平成13年度には
食とみどりの総合技術センターや安威川流域下水道
中央処理場に、平成14年度には三島浄水場に太陽光
発電設備を導入しました。
○木質バイオマスの利用促進

間伐材をペレットに加工し、ボイラーやストーブ
の熱源となるバイオマスエネルギーとして利用する
試みを支援しています。
○民間資金活用型ESCO（Ene r g y S e r v i c e

COmpany）事業の推進

民間の資金・ノウハウを活用して、既存の庁舎・
病院等の省エネルギー化改修を図り、省エネにより
削減された光熱水費の一部で改修費用を償還すると
ともに、残余を府の経費削減効果とする事業であり、
大阪府が全国自治体で初めて事業を開始しました。
初期投資を行うことなく、省エネによる環境対策

や光熱水費削減が図れることに加え、ニュービジネ
スの育成にもつながります。
○環境共生建築技術の推進

省エネルギー・省資源など環境と共生する建築物
の実現・普及に努めています。また、建築工事にお
いて、コンクリート型枠の熱帯木材から針葉樹複合
合板などへの転換促進による熱帯木材の使用抑制
や、燃焼時にダイオキシン類が発生しないエコケー
ブル、塩ビ管をリサイクルしたエコパイプの使用に
も努めています。

「大阪府フロン対策協議会」を設置し、市町村、
関係業界にフロン回収を働きかけるなど、府域にお
けるフロン回収の促進を図っています。

冷暖房や自動車などの人工排熱の増加に加え、緑
地や水面の減少、道路舗装・建築物の増加等による
蓄熱・輻射熱の増加により、都市に熱がたまり、気
温が郊外に比べて高くなる、いわゆるヒートアイラ
ンド現象（都市の高温化）が顕著になっています。

人工衛星の観測データをもとに推定した温度分布
をみると、都市の高温化は大阪市内にとどまらず、
広くその周辺地域にまで及んでいます。
また、大阪市内における熱帯夜（最低気温25℃以

上）の年間出現日数をみると、1970年代（10年平均）
は27日であったのに対し、1990年代（10年平均）は
38日となっています。
○ヒートアイランド対策の推進

ヒートアイランド現象の発生原因は多岐にわたっ
ており、効果的に対策を進めていくためには、総合
的かつ計画的に実施していくことが必要です。この
ため、国や市町村等と連携して、ヒートアイランド
現象の実態調査結果やその緩和に一定の効果がある
とされる建築物の屋上緑化、道路の透水性舗装など
について、専門家の意見を聞きながら検討を行い、
効果的な対策の具体化を図っていきます。

オゾン層保護対策の推進

ヒートアイランド現象

白色は雲がかかっている部分、青色は26.3℃～26.6℃、シアン色は～27.5℃、
黄色は～29.5℃、オレンジ色は～31.5℃、赤色は31.5℃以上を示します。

（大阪府環境情報センター作製）

大阪府周辺地域の気温分布
（平成14年７月30日午前10時23分）
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きれいな空気で、静かなまちを目指して、新たな手法も取り入れながら、環境保全の取り組みを進めています。
特に、私たちの生活に便利な自動車による大気汚染や騒音・振動が社会問題となっており、府民、事業者、民間
団体、行政がお互いに協力して、さまざまな対策を進めていくことが求められています。

きれいな空気で、静かなまちに
～大気環境の保全、騒音対策など～

○二酸化窒素（NO2）

大気中の二酸化窒素の年平均濃度は横ばいの状況
ですが、環境基準の達成率は、ここ数年、改善の傾
向にあります。
平成13年度の環境基準の達成率は、一般環境大気

測定局で96％、自動車排出ガス測定局で68％でした。

○浮遊粒子状物質（SPM）

浮遊粒子状物質については、年平均濃度は改善の
傾向にありますが、平成13年度の環境基準の達成率
は、一般環境大気測定局で44％、自動車排出ガス測
定局で32％でした。未達成となった主な原因は、高
濃度が２日間続いたことによります。

○騒音の状況

環境基準の達成状況は、一般地域では55.3％、道
路に面する地域では71.0％でした。

大気、騒音の状況

０.０３９ppm以下�

…自動車排出ガス測定局�
…一般環境大気測定局�

日平均値の９８％値�

０.０４０ppm以上、�
０.０６０ppm以下�

０.０６１ppm以上�

二酸化窒素濃度の現状（平成１３年度）�

一般環境大気測定局77局、自動車排出ガス測定局32局平均�

二酸化窒素濃度（年平均値）の推移�
（ppm）�
０．０４５�

０．０４�

０．０３５�

平成４�５� ９� １３�
（年度）�

６� １０�７� １１�８� １２�

０．０３�

０．０２５�

０．０２�

０．０１５�

０．０１�

０．００５�

０�

一般環境大気測定局�
自動車排出ガス測定局�

０．０３８�
０．０３８�

０．０２５�

０．０２５� ０．０２５� ０．０２５�
０．０２３�

０．０２４�
０．０２６�

０．０２４� ０．０２４�

０．０２４�

０．０３９� ０．０３８� ０．０３７� ０．０３６�

０．０３９� ０．０４０�
０．０３７� ０．０３７�

�

一般環境大気測定局72局、自動車排出ガス測定局23局平均�

一般環境大気測定局�
自動車排出ガス測定局�

浮遊粒子状物質濃度（年平均値）の推移�

（mg/k）�
０.０６�

０.０５�

０.０４�

０．０３�

０．０２�

０．０１�

０．０５３� ０．０５２� ０．０５３�

０．０５２� ０．０５２�
０．０４９�

０．０４６�
０．０４３�

０．０４０�

０．０３２�
０．０３４�

０．０２９�
０．０３５�

０．０３７�
０．０４０�

０．０３８�
０．０４０�

０．０４０�

０．０４０� ０．０３９�

平成４�５� ９� １３�
（年度）�

６� １０�７� １１�８� １２�
０�

騒音に係る環境基準達成状況�

��
��

一般地域�

昼間・夜間�
ともに達成�

５５．３％� ２８．２％� １１６．５％�

１９．７％�

１６．５％�

７１．０％� ９．３％� １９．７％�

道路に面する地域（面的評価）�

いずれかの�
時間帯で達成�

昼間・夜間�
ともに未達成��
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府域の自動車保有台数は約378万台と、この10年
間で1.10倍に増えています。なお、環境負荷の大き
いディーゼル車の割合は年々増加の傾向を示してい
ましたが、平成８年度をピークに減少しています。
自動車から排出される窒素酸化物や粒子状物質

（黒煙）による大気汚染を防止するため、低公害車
等の普及促進、事業者に対する指導、交通量抑制の
ための物流の効率化、公共交通機関の整備などの対
策を進めています。

○新しい自動車排出ガス総量削減計画の策定

二酸化窒素や浮遊粒子状物質の環境基準達成に向
けて、「大阪府自動車排出窒素酸化物及び粒子状物
質総量削減計画」を策定し、低公害車の導入やディ
ーゼル車対策等を推進します。
○低公害車の普及促進

天然ガス自動車などの低公害車普及のため、民間
事業者への助成や府の公用車への率先導入を進めて
います。

また、京阪神の６つの府県・政令市が共同で市販
車の中でも窒素酸化物等の排出量が少ない車を
「LEV－6」として指定し、普及促進を図っています。

さらに、大阪府の本庁駐車場において低公害車の
駐車料金割引制度を実施しています。
○グリーン配送の推進

平成14年４月から購入物品の配送にあたって、環
境負荷の少ない車の使用を求めていくグリーン配送
を本庁及び府警察本部に導入しています。平成15年
９月より出先機関にも導入していく予定です。
○整備不良ディーゼル車府民通報制度の実施

著しく黒煙を出しているディーゼル車について、
府民モニターからの通報を受けて使用者に適正な
点検・整備を指導する通報制度を実施しています。
○自動車騒音・振動対策

防音壁、低騒音舗装や環境施設帯の設置及び交通
規制等により、騒音・振動の低減対策を進めていま
す。

○工場・事業場等に対する規制・指導

法律や条例などに基づき、大気汚染や悪臭、騒音・
振動の防止のための規制や指導を行っています。
○近隣騒音対策

深夜におけるカラオケ装置などの音響機器の使用
を原則として禁止しているほか、商業宣伝を目的と
した拡声機の使用について制限を設けています。
また、ピアノや自動車の空ぶかしなどの生活騒音

の防止のための啓発等に努めています。
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348

16.7

360

17.0

375

17.3

377 377 378

16.5

平成２�４� ６� ８� １０� １１� １２� １３�

自動車保有台数とディーゼル化率の推移�

自動車公害対策

¡通勤・通学には電車・バスを利用しましょう。
（毎月20日は「ノーマイカーデー」です。）

¡より低公害な自動車に乗り換えましょう。
¡車の急発進や急加速はやめましょう。
¡駐車時の不要なアイドリングはやめましょう。
¡車の空ぶかしは控えましょう。
¡夜間、早朝のテレビ、ステレオなどの音量はできる
だけ小さくしましょう。

¡ピアノなどの楽器の練習は窓を閉め、時間帯に気を
つけましょう。

大気汚染、悪臭、騒音・振動対策

知事専用車（天然ガス自動車）

指定ＬＥＶ－６車証
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自然の大きな水循環は、水の汚れを浄化するとともに、豊かな水の流れを生み出します。水循環の再生や潤い
とやすらぎのある水辺環境を保全・創造するために、水質の改善はもとより、より一層の水源のかん養や水の効
率的な利活用などに取り組む必要があります。

きれいな水、潤いとやすらぎのある水辺に
～水循環の再生、水環境の保全など～

河川の汚れ具合を示すＢＯＤ濃度は、改善の傾向
がみられ、大阪市内でもっとも汚いと言われてきた
寝屋川に、ギンブナやモツゴが戻ってきたとの報告
（大阪市内河川魚類生息状況調査）もあります。平
成13年度のＢＯＤの環境基準達成率は51％でした。

海（大阪湾）の汚れ具合を示すＣＯＤ濃度は横ば
いの状況であり、水質汚濁が慢性化しています。平
成13年度の環境基準の達成率は47％でした。汚濁の
原因としては、河川などからのＣＯＤの流入に加え
て、窒素・りんの増加による植物プランクトンの増
殖がＣＯＤを増加させることが考えられます。

私たちの台所、風呂、トイレなどから出る生活排
水が河川や海を汚す主な原因となっており、平成12
年度の生活排水処理率は81.2％でした。このため、
新たに地域の実情に応じた処理計画を策定し、下水
道の整備や合併処理浄化槽の普及促進などにより、
平成22年度までに生活排水100％の適正処理を目指
します。

河川の環境

海の環境

府内主要河川におけるBOD（年平均値）の推移�

９�
（mg/L)

（年度）�
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平成４� ５� ６� ７� ８� ９� １０� １１� １２� １３�

淀川（枚方大橋）�
神崎川（辰巳橋）�
寝屋川（京　橋）�
大和川（河内橋）�

大阪湾のCOD（年平均値）の推移�

３．０�
３．４�

３．８�

３．１�
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３．３�

A海域�
B海域�
C海域�
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生活排水対策
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凡　例�

�
環境保全目標値以下の�
地点で内円はその水質�
を示します。�

環境保全目標値を超え�
る地点で外円はその水�
質を示します。�

2㎎/L以下�

3㎎/L以下�

5㎎/L以下�

8㎎/L以下�

10㎎/L以下�

BOD（川）, COD（海）�

西川�東川�

大川�
山中川�

番川�

男里川�樫井川�
近木川�

津田川�
父鬼川�

大津川�大津川�
槇尾川� 石川�

西除川�石津川�
東除川�

千早川�

大和川�

平野川�
恩智川�

寝屋川�淀川�

神崎川�

猪名川�

千里川�
安威川� 船橋川�

水無瀬川�

芥川�
箕面川�

余野川�

天野川�

牛滝川�

春木川�

（注）1．円の大きさが汚れの度合いを示し、黒の地点では、環境基準を超えて
います。

2．川及び海の環境基準は、その利水目的により異なる目標値が定められ
ています。

川と海の水質の現状（平成13年度）
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くらしの汚れはどのくらい？�
魚がすめる水質（BOD:5mg/L程度）�
にするために必要な水の量は風呂�
おけ何杯分�

３３０杯分�

２杯分�

３.３杯分�

１０杯分�

汚れのもと�
（　）内の量を捨てたら�

使用済みの油（５００ml）�

しょう油（２０ml）�

（風呂おけ１杯：３００L）�

ラーメンの汁（２００ml）�

牛乳（２００ml）�

○下水道の整備

生活排水を適切に処理する主要な対策として、下
水道の整備を推進しています。平成13年度末現在の
公共下水道普及率（処理人口普及率）は府内全体で
86.3％となっています。
また、窒素、りん等を除去し、大阪湾の水質改善

を図るため、下水処理場において下水の高度処理を
進めています。

○工場・事業場に対する規制・指導

水質汚濁を防ぐため、国よりも厳しい排水基準を
導入し、規制・指導を行っています。

○河川環境の整備と活用

槇尾川や金熊寺川などにおいて隠し護岸や魚道の
設置など生態系に配慮した川づくりを進めるととも
に、近木川では、自然再生事業として河口部干潟の
保全、創出を目指した検討を行っています。
また、東除川、花園多目的遊水池などにおいて薄

層流などの浄化施設の設置や植生浄化などにより、
河川水の浄化を行っています。
○農業用水やため池における親水施設等の整備

久米田池などのため池や長瀬川などの農業用水路
において、農業用施設として活かしながら、都市空
間に“うるおい”と“やすらぎ”を与えるため、周
辺の緑化とともに、水生生物の保全、遊歩道や親水
護岸などの整備を行っています。

○「水の都大阪」の再生

政府の「都市再生プロジェクト」として、道頓堀
川など大阪市内河川について、大阪市や経済界等と
協力して、府民等の意見も取り入れながら、水辺と
一体となったまちづくりや観光魅力の創出などを盛
り込んだ再生構想を策定し、具体化に向けた事業を
進めます。
○寝屋川流域水循環系の再生

政府の「都市再生プロジェクト」として、寝屋川
流域の水量の確保や水質、水辺環境の改善を目指し
て、植生の浄化や負荷削減のための調整池の有効活
用、透水性舗装、地下水や他の河川からの導水、下
水の高度処理水の導水、さらに長瀬川の水辺環境づ
くりなどの検討を行い、「寝屋川流域水循環系再生
構想」を策定します。
○海浜の保全

大阪府に残された貴重な自然海浜である小島海岸
及び長松海岸（いずれも岬町）を、条例に基づく自
然海浜保全地区に指定して保全するとともに、府民
等の自然とのふれあいの場として利用できるように
努めています。
また、長松海岸においては、府民を対象に海の生

き物観察などを通して楽しみながら環境保全につい
て考える「なぎさの楽校（がっこう）」の開催や、
海岸美化運動を実施しています。

いきいき水路（長瀬川）

¡使えなくなった油は「流し」に流さないようにし、紙
などにしみこませて燃えるごみとして出しましょう。

¡食器や鍋などの汚れは、紙でふいてから洗いましょ
う。

¡「流し」には、細かい目の網を置き、それに調理クズな
どを入れましょう。

産業排水対策

水辺環境の整備
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大気汚染 １,３０６件（２６.６％）�

水質汚濁 ３６２件（７．４％）�

騒音 １,５１０件（３０.７％）�

振動 ２５６件（５.２％）�
悪臭等 ９０９件（１８.５％）�
典型７公害以外�
　　　　５７０件（１１.６％）�

6,000
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4,000

3,000

2,000

1,000

0

4,9
13

１３�平成３�４� ５�６� ７� ８� ９�１０�１１�

5,1
04

4,4
55

4,3
91

4,0
70 4,2

89
4,3

46 4,4
12

4,9
37 5,0
76

4,5
21

１２� （年度）�

（件数）�

（公害等調整委員会調べ）�

公害の種類別苦情件数の推移�
（他機関からの移送分を含む）�

●公害防止に係わる融資など
主に中小企業者が、公害防止のため、施設を設置・

改善したり、工場を移転したりする場合に、これに係
る費用の融資制度などを設けています。

〈融資等のお問い合わせ〉
府庁代表106－6941－0351

■中小企業公害防止資金特別融資制度
府循環型社会推進室環境管理課（内線3885）
■中小企業低公害車等購入資金特別融資制度
府交通公害課（内線3895）
■産業活性化資金融資制度
府金融課（内線2644）
■小規模企業者等設備資金貸付制度
（財）大阪産業振興機構　設備資金部
106－6947－4346
■小規模企業者等設備貸与制度
（財）大阪産業振興機構　設備資金部
106－6947－4345

PRTR

PRTR（Pollutant Release and Transfer Register）
は、有害性のある化学物質が、どのような発生源か
ら、どれくらい環境中に排出されたか、あるいは、
廃棄物等に含まれて事業所外に運び出されたかと
いうデータを事業者自らが把握し、集計し、公表す
るしくみのことです。

私たちの身のまわりには、多くの化学物質が使われており、便利な生活を与えてくれる一方、取り扱い方をま
ちがえると、環境中に大量に放出され、思わぬ環境汚染が起こる場合があります。こうした事態を招かないため
には、排出規制に加え、汚染の調査や対策を進めていく必要があるとともに、事業者自らも化学物質を適正に管
理することで排出を抑制していくことが重要です。

化学物質を適正に取り扱うために
～自主管理の促進、汚染の調査・対策など～

公害の苦情やその解決のために

「大阪府ダイオキシン対策会議」を中心に、発生
源対策や環境調査を実施しています。また、能勢町
のダイオキシン類汚染土壌などの浄化に向けた環境
整備を進めています。
さらに、ダイオキシン類対策特別措置法や廃棄物

処理法、大阪府が定めた「大阪府廃棄物焼却炉に係
る指導指針」に基づき、ダイオキシン類の発生防止
対策の指導を徹底しています。なお、廃棄物焼却炉
等の発生源については、平成14年12月から排出基準
が厳しくなりました。

平成15年２月に施行された土壌汚染対策法に基づ
き、調査や対策が適切に行われるよう指導します。
また、「大阪府生活環境の保全等に関する条例」を

改正し、効果的な土壌汚染対策の推進と土壌環境の
保全を図ります。

ＰＲＴＲ法に基づき、事業者から化学物質の排出
量等の届出を受付け、主務大臣へ送付した後、国に
おいて集計・推計されたデータに基づき、府域の実
態に即した集計や公表を行います。
また、事業者に対して、化学物質の排出抑制のた

めの助言等を行います。

ダイオキシン類対策

化学物質に係る自主管理の改善の促進

土壌汚染対策

○公害審査会

公害に関する紛争を迅速かつ適正に解決するため、
あっせん、調停、仲裁を行っています。

Q-OSAKA03  03.3.25 6:51 PM  ページ 12 (1,1)



－11－

自然や歴史・文化、景観は、地域の魅力を決めるバロメーターであり、府民、事業者、民間団体、行政といっ
たすべての主体の協働のもと、これらを守り、育て、活用して、都市と自然が共生した個性的で魅力あふれる地
域の実現を目指します。

豊かな自然との共生や文化が実感できるまちに
～都市と自然が共生する魅力ある地域づくりなど～

府域には１万種を超える生物が生息・生育してい
ると予想され、中には、北摂山系に棲む特別天然記
念物のオオサンショウウオや淀川のわんどに棲む天
然記念物のイタセンパラなどもいます。種の多様性
の保全のため、天然記念物アユモドキなどの種の保
護・増殖技術の開発や淀川のわんどにおける密漁等
に対するパトロールなどの保護活動を行っていま
す。

○ビオトープの保全・創出

いきものが生息する空間（ビオトープ）を確保し、
創造するため、湿地の保全を進めるなどビオトープ
の保全・回復・創出や、ビオトープの基本的な考え
方、適用事例を紹介し、普及・啓発に努めています。

府域に残された貴重な自然環境を有する自然環境
保全地域や、ミドリシジミ類の蝶（通称ゼフィルス）、
ラン科植物等の貴重な動植物が生息・生育する緑地
環境保全地域について適正な保全・管理を図ってい
ます。

府民のレクリエーションの場や、体験的な環境学習
フィールドなど森林の公益的な機能に対するニーズ
が、高まってきていることから、保健保安林の指定や
生駒山系に樹林帯を形成するグリーンベルトの整備、
さらに多様な人々の参加による森づくりを推進する
ための里山保全活動への取り組みを支援しています。

明治の森箕面国定公園、金剛生駒紀泉国定公園な
どの自然公園における自然景観、生態系の保全や
“自然とのふれあいの場”の創出のため、自然公園
施設の整備・管理を行っています。

種の多様性の保全 森林環境の保全

自然公園の整備・管理

淀川のわんど

貴重な自然の保全

府民の森�
1  くろんど園地�
2  ほしだ園地�
3  緑の文化園むろいけ園地�
4  くさか園地�
5  ぬかた園地�
6  なるかわ園地�
7  みずのみ園地�
8  ちはや園地�

野外活動・キャンプ・宿泊施設�
  1 府立総合青少年野外活動センター�
  2 府立能勢の郷野外活動センター�
  3 府立青年の家�
  4 高槻森林観光センター（再掲）�
  5 くろんど園地ファミリーキャンプ場�
  6 アイ・アイ・ランド（緑の文化園）�
  7 SEI生駒セミナーハウス（〃）�
  8 楠葉ロッジ（〃）�
  9 河内長野市立岩湧野外活動広場�
10 ちはや園地金剛山キャンプ場�
11 香楠荘�
12 府立羽衣青少年センター�
13 府立少年自然の家�
14 紀泉高原キャンプ場�
15 府立青少年海洋センター�

府営公園�
  1 箕面公園�
  2 服部緑地�
  3 山田池公園�
  4 寝屋川公園�
  5 深北緑地�
  6 住之江公園�
  7 住吉公園�
  8 枚岡公園�
  9 久宝寺緑地�
10 錦織公園�
11 長野公園�
12 石川河川公園�
13 大泉緑地�
14 浜寺公園�
15 蜻蛉池公園�
16 二色の浜公園�
17 りんくう公園�
18 せんなん里海公園�

みどりの拠点施設・公園等�
  1 21世紀の森�
  2 歌垣山緑の交流空間�
  3 府民牧場�
  4 高槻花しょうぶ園�
  5 高槻森林観光センター�
  6 神峰山の森�
  7 摂津峡公園�
  8 箕面ビジターセンター�
  9 エキスポ'90みのお記念の森�
10 日本万国博覧会記念公園�
11 淀川河川公園�
12 花博記念公園鶴見緑地�
13 大阪城公園�
14 長居公園�
15 大阪南港野鳥園�
16 高尾山創造の森�
17 府立食とみどりの総合技術センター�
18 二上山万葉の森�
19 近つ飛鳥風土記の丘�
20 弘川寺歴史と文化の森�
21 富田林市農業公園サバーファーム�
22 府立花の文化園�
23 岩湧の森�
24 河内長野市立林業総合センター木根館�
25 大仙公園�
26 水と森の学園�

自然歩道等�
1 東海自然歩道�
2 箕面自然研究路�
3 生駒縦走歩道�
4 らくらく登山道�
5 ダイヤモンドトレール�
6 環状自然歩道（既設区間）�

貴重な自然・緑�

里山の自然学校紀泉わいわい村� 森林区域�

自然公園区域�

ちはや星と自然のミュージアム�

A 三草山緑地環境保全地域（能勢町）�
B 妙見山自然環境保全地域（能勢町）�
C 本山寺自然環境保全地域（高槻市）�
D 若山神社自然環境保全地域（島本町）�
E 加賀屋緑地保全地区（大阪市）�
F 今米緑地保全地区（東大阪市）�
G 美具久留御魂神社�
 自然環境保全地域（富田林市）�
H 意賀美神神社自然環境�
 保全地域（岸和田市）�
 I 和泉　城山ブナ林（岸和田市・貝塚市）�
J 男神社緑地保全地区（泉南市）�

みどりの施設マップ
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農地や農村の原風景や生態系などを活かしなが
ら、地域の活性化を図っています。
○棚田地域の保全

多様な生態系や国土の保全などの役割を果たす棚
田を守るため、ボランティアである「棚田・ふるさ
とファンクラブ」と地元農家による保全活動を支援
しています。
○大阪エコ農産物認証の推進

化学農薬や化学肥料の使用を従来の２分の１以下
に減らして生産される農産物を「大阪エコ農産物」
として認証し、農業の持つ物質循環機能を活かし、
農業の環境への負荷軽減を図りながら、府民が求め
る安心な農産物の生産を推進します。

平成12年度の都市公園面積は4,213haで、府民１
人あたりの公園面積は4.8㎡と全国平均の8.1㎡を下
回っています。このため、都市公園の整備、道路の
緑化のほか、府営住宅や府有施設を建替えなどによ
り新たに整備する場合、施設緑化基準に基づき、施
設の区分に応じて敷地面積の概ね20％～30％の緑化
を進めています。
さらに、建築物等の敷地内や壁面、屋上などに緑

化が行われている施設のうち、これからの施設緑化
のモデルとなる優れたものについて、府民の推薦に
より「大阪施設緑化賞（みどりの景観賞）」として
表彰しています。

○美しい景観への関心づくり

府民の積極的な参加のもと、創意と工夫を活かし
た魅力あるまちづくりを
進めるため、まちづくり
功労者の表彰等を実施し
ています。
また、個性あふれる美

しい景観づくりを推進す
るため、「大阪都市景観
建築賞（大阪まちなみ
賞）」を設け、景観上優
れた建築物やまちなみを
表彰しています。

○景観づくり活動の展開

地域に愛され、大切にされる美しい道路づくり、
川づくりを目指し、快適な道路や河川環境を創出す
るために、地元自治会や企業等の団体が、大阪府や
市町村と協力して自主的に清掃や緑化などのボラン
ティア活動を行うアドプト・プログラムを実施して
います。

○歴史的文化的遺産の保全と活用

大切な歴史的遺産を文化財として指定するととも
に、修理や防災施設の設置に助成しています。
また、埋蔵文化財包蔵地内では、開発工事で文化

財が失われないよう協議・指導を行うとともに、発
掘調査により資料の整備・保存を図っています。
○歴史的文化的遺産にふれる場と機会づくり

豊かな文化的環境の創造に資するため、弥生文化
博物館（和泉市）、近つ飛鳥博物館（河南町）にお
いて、歴史・文化に関する様々な資料や情報を調
査・収集・保存するとともに、展示や講座、体験学
習等の催事を開催しています。また、狭山池博物館
（大阪狭山市）では、狭山池ダム建設工事に伴う調
査で発見された「1,400年間の歴史を刻む堤体断面
や東樋・木製枠工」等の貴重な土木遺産を展示・紹
介しています。

－12－

農空間の保全と活用

緑豊かなまちづくりの推進

「司馬遼太郎記念館」
（第22回大阪まちなみ賞大阪府知事賞）

歴史的文化的環境の形成

美しい景観づくりの推進

¡一人一鉢、花や木を育てましょう。
¡野鳥のエサになる実のなる木を植えましょう。
¡自然の中で生きている虫や草花などは採らずに観察
するだけにしましょう。

¡山、川、海などにごみを捨てないようにしましょう。
¡ハイキングなどで持っていった物はすべて持ち帰り
ましょう。

¡家のまわりやまちに緑をふやしましょう。
¡地域の景観づくり、まちづくりに積極的に参加しま
しょう。

協定を結ぶ�

参加団体�

傷害保険�

大阪府� 市町村�
掃除道具の�
提供�

回収ゴミの処分�

サインボードの�
設置�

認定証の�
交付�

美化活動の実施�

アドプト・プログラムのしくみ�
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○豊かな環境づくり大阪府民会議

「豊かな環境づくり
大阪行動計画－地球環
境を守る大阪府民のロ
ーカルアジェンダ
21－」の策定や「グリ
ーン購入／ＮＯ!!包装
キャンペーン」などの
実践活動の展開に取り
組むとともに、環境保
全活動補助事業や「お
おさか環境賞」等の事
業により、環境保全活
動を支援・奨励しています。

○大阪府環境保全基金

環境学習や講演会の実施、地域における環境保全
活動の支援などを行っています。
○大阪府みどりの基金

市街地の緑化推進や良好な自然環境の保全を図る
とともに、（財）大阪府みどりのトラスト協会が行
う事業活動を支援しています。
○人材の育成

地域で環境保全活動に取り組む団体のリーダー層
を対象に「環境活動リーダー支援講習」を実施して
います。また、みどりすと（みどりのボランティア）、
パークレンジャー（府民の森ボランティア）など自
然環境保全活動を促進させるための人材を育成して
います。

府内の環境学習拠点施設等を活用した環境学習講
座や、子どもたちが水に親しみ水辺の環境を考える
観察会、発表会を開催するなど、体験的な環境学習
活動を推進しています。
また、「こどもエコクラブ」のメンバー及びサポ

ーターを対象とした交流会などを実施しています。

グリーン商品（環境配慮型商品）の主要な調達者
である府内ＩＳＯ14001認証取得企業・自治体によ
り「大阪グリーン産業創造ネットワーク」を組織し、
グリーン購入の推進のための取り組みを行うことに
より、グリーン商品市場の活性化を図っています。

環境行政情報や環境モニタリング結果のほか、環
境教育・環境学習に関する情報や環境関連産業に役
立つ情報など利用者のニーズに応じた環境に関する
様々な情報を、できるだけわかりやすい内容で提供
するとともに、環境保全活動に取り組む環境NPO
等を支援するための拠点として、平成15年２月に大
阪府環境情報センター内に「環境情報プラザ」をオ
ープンしました。

－13－

循環型社会の構築には、環境に配慮したライフスタイルや経済社会システムへ変えていかなければなりません。
このためには、府民、事業者、民間団体そして行政などすべての主体が環境に配慮した行動を自主的積極的に取
り組むとともに、パートナーシップをもって取り組む必要があります。

すべての主体が積極的に参加し行動する社会に
～環境配慮のためのしくみづくり～

自主的な環境保全活動の支援

パートナーシップによる環境保全活動の促進 環境教育・環境学習の推進

こどもエコクラブ
地域において環境に関する活動を行う

小・中学生のグループの総称で、継続的な
環境活動を支援するため、環境省が平成７
年から始めたものです。

グリーン購入の推進

環境情報の提供

グリーン購入（調達）

商品やサービスを購入する際に、価格・
機能・品質等だけでなく「環境」の視点を
重視し、環境への負荷ができるだけ少ない
ものを選んで優先的に購入（調達）するこ
とです。
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〈環境関係ホームページの紹介〉�
◆エコギャラリー ～おおさかの環境～�
http://www.epcc.pref.osaka.jp/�
　大阪府の環境に関する情報発信の窓口となるホームページで、
イベント情報や各種の行政情報のほか、リアルタイムの大気汚染の
状況や光化学スモッグ予報・注意報の発令状況に関する情報等の
提供を行っています。�

◆インテリジェント・エコデザイン�
http://www.mydome.or.jp/oidc/ie/index.htm�
　大阪府が行っている地球環境に配慮したデザイン（インテリジェント
･エコデザイン）に関する研究の成果と関連情報及びそのコンセプト
に合致する製品・サービスの情報等を紹介しています。�

◆かんきょう交流ルーム�
http://www.epcc.pref.osaka.jp/fumin/�
　大阪府の環境について、いつでも自由に意見交換や情報交流を
していただくためのホームページです。情報の提供や意見の書き込
みには会員登録（無料）が必要です。�
現在会員募集中！（ホームページ画面から申し込めます）�

◆大阪府環境技術情報�
http://www.epcc.pref.osaka.jp/apec/�
　大阪府におけるこれまでの環境対策の歴史のほか、環境アセスメ
ント制度など、現在の環境対策の内容を日英２か国語で発信してい
ます。APEC環境技術交流バーチャルセンターホームページを通じ、
国内外の環境関連サイトともリンクしています。�

事業の実施に際し、適正な環境配慮がなされるよ
う、環境影響評価法及び大阪府環境影響評価条例に
基づき、住民、関係市町村長、学識経験者の意見を
聴き、事業者に対して必要な指導や助言を行ってい
ます。

大阪府環境情報センターをはじめ大阪府の各試験
研究機関では、大気汚染、水質汚濁、騒音・振動な
ど環境に関する測定や検査・分析、環境保全技術や
健康影響、食とみどりに関する技術の開発などに取
り組んでいます。

大阪の抱える環境問題を克服するため、大阪府の
関係機関と連携して、環境関連産業に対する研究開
発の奨励、技術支援、情報提供など、環境技術に関
するコーディネートに取り組んでいます。

公害を克服した経験から、大阪府が持っている
様々なノウハウや技術を活かすため、海外からの研
修生の受入やインターネットを通じた情報発信を行
うなど開発途上国等の環境問題の解決に貢献してい
ます。

大阪府自らも事業者、消費者の立場であることか
ら率先して環境配慮への取り組みを進めていきます。
○ＩＳＯ14001の取り組みの推進

平成11年２月に府庁本庁舎、同年８月に村野浄水
場、さらに平成14年２月に大阪府環境情報センター
において、環境管理の国際規格である「ＩＳＯ
14001」の認証を取得し、温室効果ガスや廃棄物の
排出量の抑制など、自らの事務・事業活動に伴う環
境負荷の低減に努めています。
○大阪府グリーン調達方針の推進

環境負荷の低減に資する物品の調達に関する方針
を作成し、大阪府におけるグリーン購入の一層の推
進を図っています。紙類、文具類、家電製品、公共
工事などの13分野について数値目標を定め、その調
達に努めています。

調査研究の推進

環境関連産業振興のための支援

国際環境技術協力の推進

府自らの環境配慮への取組

¡自らの行動スタイルを見つめなおしてみましょう。
¡自分の身の回りのできることから始めてみましょう。
¡環境保全活動に参加してみましょう。
¡テレビやあかりなどのつけっぱなしはやめましょう。
¡エコマーク商品や省エネ型商品などグリーン商品を
選びましょう。

¡冷房温度は28度、暖房温度は20度を目安にしましょ
う。

環境アセスメントの推進
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環境情報プラザ�
　環境学習や自主的な環境保全活動に役立つ環境関連書籍の閲覧や貸出しのほか、啓発ビデオ・パネルの貸出しも行って
います。また、インターネットによる環境情報の閲覧や研修室もご利用いただけます。�
■電　　話　06－6972－6215　■開館時間　午前10時～午後５時45分（休館：祝日・休日、年末年始）�
■所 在 地　大阪市東成区中道１丁目３－62  大阪府環境情報センター内�
　　　　　　（JR環状線森ノ宮駅、地下鉄森ノ宮駅⑤番出口から徒歩５分）�
■ホームページ　http://www.epcc.pref.osaka.jp/center/plaza/�
�
（財）大阪みどりのトラスト協会�
　みどりや自然などの情報提供を行っているほか、みどりのボランティアの育成、派遣も行っています。�
■電　　話　06－6260－3580　■開館時間　午前９時～午後５時45分（休館：土曜日、日曜日、祝日・休日、年末年始）�
■所 在 地　大阪市中央区本町１－４－８  ひし富ビル３階�
　　　　　（地下鉄堺筋本町駅⑫番出口から東へ徒歩３分、②番出口から北へ徒歩３分）�
■ホームページ　http://www.mydome.or.jp/ogtrust/�
�
府立食とみどりの総合技術センター�
　自然環境の保全や緑化の推進に関する技術・研修を行っています（企画部みどり支援課）。�
■電　　話　0729－58－6551　■開館時間　午前９時～午後５時45分（休館：土曜日、日曜日、祝日・休日、年末年始）�
■所 在 地　羽曳野市尺度442（近鉄南大阪線藤井寺駅から近鉄バス羽曳が丘８丁目下車、南へ徒歩５分）�
■ホームページ　http://www.afr.pref.osaka.jp/�
�
花と緑の相談所�
　毎月、花や草や木についての講習会、展示会を開催するほか、花と緑の相談を行っています。�
（府営服部緑地都市緑化植物園）�
■電　　話　06－6866－3622　■開館時間　午前10時～午後５時ただし７月20日から８月31日までは午前10時～午後６時�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （休館：火曜日、ただし祝日・休日の場合は翌日、年末年始）�
■所 在 地　豊中市寺内１－13－２（北大阪急行緑地公園駅から西へ徒歩10分）�
■ホームページ　http://www.pref.osaka.jp/koen/hokubu/hattori/shokubutuenn.htm�
（府営大泉緑地）�
■電　　話　072－252－3651　■開館時間　午前9時～午後5時（相談業務は午前９時30分～午後４時30分）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （休館：火曜日、ただし祝日・休日の場合は翌日、年末年始）�
■所 在 地　堺市金岡町128�
　　　　　（地下鉄新金岡駅から東へ徒歩15分、JR堺市駅・南海堺東駅から南海バス北支所前下車、東へ徒歩10分）�
■ホームページ　http://business1.plala.or.jp/sodansyo/�
�
(財)大阪産業振興機構�
　中小企業が省エネルギーや環境管理・監査制度（ＩＳＯ14000シリーズ）などに対応できるよう、エネルギー・環境対応
情報の提供を行っています。�
■電　　話　06－6947－4376　■利用時間　午前９時～午後５時（休み：土曜日、日曜日、祝日・休日、年末年始）�
■所 在 地　大阪市中央区本町橋２－５  マイドームおおさか7階（地下鉄堺筋本町駅から東へ徒歩５分）�

情 報 提 供 窓 口 �

大阪府�大阪府環境農林水産部環境農林水産総務課　平成１５年３月発行�〒５４０－８５７０　大阪市中央区大手前２丁目／TEL０６ （６９４１） ０３５１� 古紙配合率100％再生紙使用しています�

このパンフレットは企画から印刷までを外注して、作成しております（3,000部作成、作成費用　　 円）。�

＜左上より時計回り＞　東大阪市立長堂小学校２年 向井千尋、和泉市立南松尾中学校２年 中塚有香、�

四條畷市立四條畷東小学校６年 大久保宏海、大阪狭山市立南中学校３年 今井香津子、寝屋川市立第六中学校３年 池田恵、�

大阪市立成南中学校３年 河野茉莉奈、堺市立錦西小学校４年 小谷千尋、寝屋川市立第五中学校１年 桝谷和美、�

吹田市立山田第二小学校５年 近藤薫、河南町立白木小学校１年 村上莉奈、東大阪市立長堂小学校２年 石井七奈、�

寝屋川市立第五小学校４年 米田栄人、豊中市立野畑小学校５年 伊藤大揮、豊中市立野畑小学校６年 井上朋美、�

寝屋川市立第五中学校１年 森明幸美、四條畷市立四條畷南小学校３年 山本愛奈、寝屋川市立第六中学校２年 谷亜紗美�

［表紙］第20回環境美化・ごみ減量化・リサイクルポスターコンクール 優秀作品�
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